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業績予想の修正に関するお知らせ  

最近の業績動向を踏まえ、平成22年２月10日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知
らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 3,900 40 50 49 4.14

今回発表予想(B) 4,050 27 57 137 11.57

増減額(B-A) 150 △13 7 88

増減率(%) 3.8 △32.5 14.0 179.6

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成21年12月期第2四半期）

2,364 △422 △414 △275 △23.32

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 8,900 130 150 140 11.84

今回発表予想(B) 8,900 130 150 220 18.58

増減額(B-A) ― ― ― 80

増減率(%) ― ― ― 57.1

（ご参考）前期実績 
（平成21年12月期）

5,924 △586 △574 △731 △61.82

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 3,400 30 40 50 4.23

今回発表予想(B) 3,656 2 37 117 9.88

増減額(B-A) 256 △28 △3 67

増減率(%) 7.5 △93.3 △7.5 134.0

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成21年12月期第2四半期）

1,809 △385 △371 △231 △19.54

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 7,600 90 110 110 9.30

今回発表予想(B) 7,600 90 110 180 15.20

増減額(B-A) ― ― ― 70

増減率(%) ― ― ― 63.6

（ご参考）前期実績 
（平成21年12月期）

4,882 △556 △532 △685 △57.92



修正の理由 

 第2四半期連結累計期間の業績につきましては、国内外の景気が回復基調に推移したことにより、海外を中心として電機
各社が、設備投資の再開に転じ、当社の主力商品である電子機器（電子部品実装機等）の需要が伸長しました。その結
果、連結売上高は前回予想金額を上回り40億5千万円となる見込みです。利益面では、当初見込みより利益率の低い輸
出販売の比率が高まったため、営業利益は27百万円になりますが、販売が伸長した電子機器に関連する仕入割引額の増
加等により経常利益は57百万円になる見込みです。また、投資有価証券売却益63百万円があったことにより、四半期純利
益は当初予想を上回り137百万円となる見込みです。 
 通期業績につきましては、発表日現在で設備投資需要も回復基調にあるため、売上高、営業利益、経常利益ともに、当
初見込額を変更しておりませんが、第2四半期連結累計期間において投資有価証券売却益63百万円があったことにより、
当期純利益は220百万円となる見込みです。 
 個別業績予想につきましても同様の理由によるものです。 
 
 なお、上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含
んでおります。実際の業績等は、業況の変化により上記予想値と異なる場合があります。 

以 上


